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生産法人と農地を利用した一般企業であるという
見解を得た｡
第3章では､｢アメリカとヨーロッパにおける
農業経営と農業法人｣と題して､アメリカとヨー
ロッパにおける農業経営の特徴を明らかにするこ
とを目的として考察した｡まず､第2節では､ア
メリカとヨーロッパにおける農業の国際的位置と
世界の農業に対する影響力を検討した｡また､第
3節では､アメリカにおける農業経営と農業法人
について検討した｡そして､第4節では､ヨ-ロッ
パの農業経営と農業法人について検討した｡これ
らのことから､アメリカとヨーロッパの農業経営
は､農業法人に対する規制が存在する一方で､規
制のない法人が農業に参入できる2段構えである
という特徴を明らかにした｡
第4章では､｢日本における農業経営の規模拡
大にむけて｣と題して､日本における農業経営の
規模拡大の将来像を明らかにすることを目的とし
て考察した｡まず､第2節では､日本とアメリカ
における農業経営の規模を比較研究 した｡また､
第3節では､農地の所有と利用について検討した｡
そして､第4節では､日本における農業法人に対
する規制とアメリカにおける農業法人に対する規
制を比較研究した｡これらのことから､日本の農
業経営においても規模拡大は重要であり､農業経
営の規模拡大は､これまで農業経営の規模拡大を
抑制してきた耕作者主義の観点から離れ､農地の
効率的な利用と農業経営の法人化を促進させる必
要があるという見解を得た｡
これらを通して､(∋農業経営の規模拡大は､農
業経営の競争力強化と農業問題への対処という2
点から重要であること､(夢今後は､規模拡大を抑
制してきた耕作者主義から離れ､農地の効率的な
利用と農業経営の法人化を促進すべきであること､
(彰農業を営む企業は､農地というかけがえのない
資源を保持し､効率的に利用することを理解し､
農地に対する規制に替わって､企業独自に農地を
保持し､効率的に利用するための取り組みが重要
になるであろうという結論を得た｡
